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調査の由来

• 「北京 -東京フォーラム」の活動の一環として、
毎年一度の「中日関係世論調査」

• 2005年 第一回 6都市 市民1938名
5大学 学生1148名

• 2006年 第二回 5都市 市民1613名
5大学 学生1140名

• 2007年 第三回 5都市 市民1609名
5大学 学生1099名



サンプル分布（市民）
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サンプル分布（学生）

外交学院
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日本と中日関係に対する全体的な印象（１）：
日本に対する全体的な印象
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日本と中日関係に対する全体的な印象（2）：
今の中日関係についての認識
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58.9%の中国市民と49.9%の学生が過去一年において中日関係が好転し
ていると考え、変化がないと考える市民・学生はそれぞれ33.8%、24.6%を
占める。



日本と中日関係に対する全体的な印象（3）：
日本というと何を思い浮かべるか

経済、文化、歴史のキーワード
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依然として歴史や経済文化のキーワードが混在しているが、経済文化に
関する印象がやや増加するという点で微妙な変化がみられた。



日本と中日関係に対する全体的な印象（4）：
中日関係の先行き
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主な問題に対する態度(1)：
両国関係の主な障害
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主な問題に対する態度(2):
歴史問題

歴史問題をいかに解決するか?主な歴史問題
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主な問題に対する態度(2):
歴史問題—靖国神社
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主な問題に対する態度(3):
経済関係
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主な問題に対する態度(4):
政治と安全-脅威感

どの国が中国にとって軍事的脅威か？
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主な問題に対する態度(4):
政治と安全-脅威感

なぜ日本が脅威か? 日米同盟についての態度
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主な問題に対する態度(4):
政治と安全-日本の国際的影響力

日本がどのように国際社会で影響
力を発揮することを希望するか？
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主な問題に対する態度(5):
首脳の相互訪問と民間外交

首脳会談は何を討論すべきか?首脳外交についての理解
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安倍首相の訪問のみ知っている 5.6%          4.8%
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主な問題に対する態度(5):
首脳の相互訪問と民間外交

民間交流に影響する要素
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日本に対する理解(1)
民族の性格と政治思潮

日本人は相対的に礼儀
正しく、勤勉、融通性、創
造性と集団意識があるが、
また一方、好戦的、裏表
がある、信頼が置けない、

自分本位の面があると多
数の中国人は考える。

主導的な日本の政治思
潮については、民族主義、
軍国主義、大国主義等が
依然として上位に並ぶ。
平和主義、自由主義、国
際協調主義など日本でよ
く使われている語彙は中
国ではあまり認められて
いない。
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日本に対する理解(2):
人物と事件

主な事件 主要人物
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安倍晋三 81.7%   33.2%
小泉純一郎 94.7%   72.3%
中曽根康弘 10.7%    11.7%
大平正芳 4.5%     12.1%
田中角栄 62.1%    21.9%  
吉田茂 5.9%      4.8% 



日本に対する理解(3):
日本が直面する主な問題
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日本に対する理解(4):
日本理解の主な経路
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直接交流または訪問 6.7%          5.8%
中国の報道メディア 90.2%       87.8%
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人と密接な交流がある学生・市民の比率は少ない。
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結論1:日本と中日関係に対する全体的な印象は
明らかに好転している

市民の対日印象の変化 市民の現在の中日関係に
対する印象
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結論2：
具体的な問題に対する態度は安定している

• 中日関係に存在する主な障害、歴史問題の認知の解決、中日経済関係、
日米同盟、中日のアジアにおける協力提携、首脳外交と民間交流等の
問題上、三年の調査結果は押しなべて安定・継続している。例えば、歴
史問題と領土問題は三年の調査において常に両国関係における問題の
1,2位を占めている。経済摩擦、日本の軍事大国化や国民感情なども市
民・学生に重視されている。

• 経済関係に対する見方はおおむね肯定的、積極的である。例えば学生、
市民の大多数は地域の促進（学生60.1％、市民65.2%）と各々の経済・
社会発展（学生62.4%、市民57.3%）における中日の協力提携を支持し、
また比較的多くの市民・学生が首脳会談での両国の経済関係の強化（学
生41.6%、市民31.7%）を期待している。学生の多く（55.7%）は両国の経
済関係を、互いに利益あるものと見なしている。



結論3：民間交流の強化が必要

• 「中国民衆の日本に対する理解は依然と間接的で、限りがあり、初歩
的なものである。これは日本を理解する限られた経路、及び日本人に
直接接する機会の少なさに関係がある」。以前と比べても、このような
状況には明確な変化がいまだみられない。中日双方が継続して情報
交流のルートを広げ、民間交流を大いに推し進める必要がある。
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